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三重四川災害対応連絡会

１．三重県
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地震・津波対策に、風水害対策の項目を追
加した改訂版「防災ノート」を作成。

小学1年生、4年生、中学1年生及び
高校1年生に配布。

（１）平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項

児童と保護者等が防災について話し合い、
家庭における防災の取組が一層進むよう
ポータルサイト「学校防災みえ」を開設。

その他の災害

小学生も理解しやすいテキストを作成し、小中学校における水災害教育を実施する

全国の防災
コンテスト

東日本大震災

防災教育
実践事例

家庭用防災学習
サイト

クイズ

スゴロク
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２．伊勢市
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１．避難に対する新たなコンセプトの導入

新たな浸水想定区域等においては、住民に対する大き
な変更点として、以下の点が挙げられます。

★公表されていた洪水浸水想定区域及び規模の拡大
★個人毎の家屋形状や洪水リスクに応じた的確な避難判

断の必要性

今回の変更に伴い、「自分の家は河岸侵食の区域
内だから、避難勧告のタイミングで水平の避難を
する必要がある」という一人一人の避難行動を考える
ことがより明確に求められています。

２．伊勢市の主な対応

地域とのリスクコミュニケーション

●出水期まで（5月末まで）
・宮川右岸、左岸の家屋倒壊等氾濫想定区域を含む自治
会の役員を対象に意見交換会を実施
●出水期以降（６月以降）
・家屋倒壊等氾濫想定区域を含む住民を対象に、「一人
一人の避難行動」を考えるワークショップを実施予定
・家屋倒壊等氾濫想定区域に含まれる企業を訪問し浸水
想定区域図について説明を実施
・地域が主催する勉強会、講習会で講義形式やワーク
ショップ形式で避難の必要性を説明
●実施・検討体制

３．ワークショップの概要
Step1 洪水浸水想定区域図の概要説明

Step2 練習として公民館など代表地点の状況を図面か
ら読み取る

Step3 代表地点の避難をグループで検討する

Step4 自宅の状況を図面から読み取り、
「洪水避難シート」を作成する。

Step5 「洪水避難シート」を冷蔵庫等に張る

地域に丁寧な説明を行い
正しく理解していただく必要有

地域とのリスクコミュニケーション
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４．ワークショップの材料

地域とのリスクコミュニケーション
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３．鈴鹿市
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平成２８年度鈴⿅川⽔系周辺の減災の為の取組状況について
○啓発活動【出前講座の実施】
実施主体：鈴⿅市
実施場所：各団体施設 など
内容：⾵⽔害被害を想定した防災講座

開催⽇：
平成２８年６⽉２２⽇
放課後児童クラブたんぽぽ

平成２８年９⽉２⽇
杉の⼦特別⽀援学校

平成２８年１０⽉２５⽇
井⽥川⼩学校

平成２８年１１⽉１３⽇
三重県教職員組合

平成２８年１１⽉２５⽇
外国⼈実習⽣

など

○鈴⿅市河川防災センターにおける⼟のう訓練
実施主体：三重県建設業協会 鈴⿅⽀部

【鈴⿅市参加】
実施場所：河川防災センター
内容：
出⽔期を前に⽔害対策のための⼟のう作
成訓練及び⼟のう配備箇所⼀⻫点検を実施
開催⽇：平成２８年６⽉２３⽇
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